情報処理概論課題（EXCEL）
　

　Friday, June 11, 2004
工学部の学生は、EXCELを用いて実験データや解析データを分析して、報告書を書くことが多い。本演習では実験データをもとに報告書を書く練習をする。

実験内容：F-1マシンの空気抵抗を風洞実験で調べたところ、表1のような結果を得た。

レーシングカーの空気抵抗Dは
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と表すことができる。ここでρは空気の密度、Cdは空気抵抗係数、Uは車両の速度、Aは車を前から見たときの面積（前面投影面積）である。
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表1　レーシングカーの空気抵抗測定結果

	秒速
	時速
	空気抵抗
	馬力
	抵抗係数

	m/s
	km/h
	N
	PS
	Cd

	5
	18
	20.91
	
	

	10
	36
	80.46
	
	

	15
	54
	190.46
	
	

	20
	72
	297.71
	
	

	25
	90
	484.65
	
	

	30
	108
	657.81
	
	

	35
	126
	950.10
	
	

	40
	144
	1357.86
	
	

	45
	162
	1444.48
	
	

	50
	180
	1970.23
	
	

	55
	198
	2553.37
	
	

	60
	216
	2787.63
	
	

	65
	234
	3079.08
	
	

	70
	252
	3880.74
	
	

	75
	270
	4324.28
	
	

	80
	288
	4826.79
	
	

	85
	306
	5212.10
	
	

	90
	324
	6154.68
	
	

	95
	342
	6488.21
	
	

	100
	360
	7514.82
	
	


(1) エクセルのセルに速度U(m/s)を5m/sおきに入力しなさい。

(2) 隣のセルには速度を時速に変換したものを入力すること。

(3) 空気抵抗の測定結果を表に入力せよ。

(4) 空気抵抗に打ち勝つために必要なエンジン馬力(PS)はD･U/735で表される。馬力を計算してセルを埋めよ。

（5）投影面積A=2m2、空気密度を1.2kg/m3として、空気抵抗の測定値から抵抗係数Cdを求めよ。

（6）空気抵抗と速度の関係をグラフにまとめ、空気抵抗係数がほぼ0.6～0.7の範囲にあることを示せ。

（7）空気抵抗が速度の2乗であることを確かめるため、グラフを作成し、近似曲線（累乗近似）を求めよ。

（8）レーシングカーの馬力が速度の車両速度の3乗に比例することを確認するため、速度と馬力のグラフを対数グラフに表し、対数グラフ上でグラフが直線で表されることを確認せよ。

上記の結果を用いて、レーシングカーの空気抵抗に関するレポートを作成せよ。

（学籍番号、氏名、実験データ（表）、実験結果（上記グラフ3枚）を示し、抵抗係数がほぼ一定であること、空気抵抗が速度の2乗に比例すること、馬力が車速の3乗に比例することなどを報告する。）各自、図や写真を（インターネットから取り寄せて）工夫すること。
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空気抵抗係数と実験用モデル
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空気抵抗と流速の関係　　　　　　　　車速と馬力の関係
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